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本に関する情報を活用して

主体的に本が読める生徒の育成に向けた指導の工夫

ー中学校２年国語科読書単元における生徒同士による「レファレンス活動」を通してー

生徒の実態

● 自分の読みたい本が

分からない

● 本に関する身の回りの

情報を活用して本を探せない

新中学校学習指導要領

解説国語編の目標

「広い範囲から情報を集め

効果的に活用する能力を身に

付けさせるとともに，読書を

生活に役立てようとする態度を

育てる」（第２学年「Ｃ読むこと」）

１．「レファレンス活動」を知る段階（「レファレンス活動」の模擬体験を行う）

Ａ１ 長編に挑戦したい

Ａ２ 日本人を取り上げた実話

Ａ３ 星野富弘 『鈴の鳴る道』

Ａ４ スポーツ

７冊の

ジャンルの違う本

２．「レファレンス活動」を行う段階

（ペアで本を探し合う） Ａ１ スポーツに関する本

Ａ２ 選手の体験談

Ａ３ スポーツ感動物語

Ａ４ 辛いことを乗り越えてすごい

と感動できる本

Ｑ１ どんな本？

Ｑ２ スポーツの何に関する本？

Ｑ３ どんなジャンル？

Ｑ４ テーマは？

スポーツ選手の体験談が

のっていて,,すごい！と

感動できるような本

自分のやっている

スポーツとは違うのに、

共感できたし感動できた。

満足度は100％！

本に関する情報
○ 本の分類・配置

○ 図書委員からの情報（おすすめ本）

○ 本を紹介する本

○ 出版社のパンフレット

○ インターネット ○ 新聞の書評・広告

３．「レファレンス活動」を生かす段階
( 自分自身で読みたい本を探して読む計画を立てる)

世界の国々の問題が

書いてある

ノンフィクションの本

本に関する情報

○ 新聞の書評

○ インターネット

○ 図書館の本の配置

成 果

○読みたい本が分からなかった生徒も、テーマやキーワードを手がかりに

すれば読みたい本が分かることに気付けた。

○多くの生徒が、身の回りの本に関する情報の多様さや便利さに気付き、

実際に活用して本を探して読むことができた。

○自分一人でも読みたい本を探して読めると実感できた生徒が多く、今後の

主体的な読書の意欲付けになった。

課 題

●今後生徒が自分で本を探して読めるように、インターネットや新聞の

書評、出版社や書店からの情報など、本に関する情報をいつでも

使える環境作りを進める。

●まだ自分の力だけで本を探して読めない生徒のために、どういう

観点でどのように本を探したかを、学校図書館内や集会の場で

本を紹介する場合にも盛り込んでいく。

今度は

自分で挑戦！

Ｑ１ 長編か短編か？

Ｑ２ ジャンルは？

Ｑ３ 今まで読んだ本は？

Ｑ４ 興味のあることは？

あなたが読みたい本は、

日本のスポーツ選手の

ノンフィクション！

正解！

生徒同士による

「レファレンス活動」

レファレンスサービスをモデルとした

生徒がペアで本を探し合う活動

○ 自分の読みたい本を明らかにする

○ 本に関する情報を活用して本を探して読む

○ フィクション・ノンフィクション？

・・・・・・フィクション

○ テーマは？

・・・・・・世界の国々の問題

○ 具体的にはどんな問題か？

・・・・・・食糧不足や戦争

生徒は、読みたい本を明らかに

するための、大事な質問が分かった。

○ 長編か短編か

○ フィクションかノンフィクションか

○ 日本作品か海外作品か

○ 何に興味があるか

○ どんなジャンルがいいか

生徒は、ペアとの質問と回答で、

読みたい本を明確にできた。

身の回りには、本に関する様々な

情報があることが分かり、それら

を使って本を探して読めた。

生徒は「レファレンス活動」を行う段階

での活動を生かして、自分自身で

読みたい本を明らかにし、本に関する

情報を活用して、本を探して読めた。

『僕は毒ガスの

村で生まれた』

『友情の円陣』


